
アカデミーでの想い出

10月25日から29日までの５日間、職場の温かい理解
のもと、「公共施設の総合管理」の研修を受講しました。
私はこれまで用地取得や空き家対策などの事務には関
わってきましたが、公共施設関連の事務には未熟なとこ
ろがありました。今回、この研修で深い知見を有する経
験豊かな講師陣から体系的に講義を受けることができ、
大変有意義でした。
特に、公共施設の統廃合にあたっては、廃止施設の利
活用の検討も合わせて進めることがポイントで、
地域づくりのチャンスととらえ、地域の方々や民
間事業者と共に考えていくことが大切であるとの
お話は、目から鱗のことでした。
少子高齢化・人口減少が進む中、これからの時
代の人口や財政規模に見合った、安全で利便性の
高い公共施設サービスを提供していくことは、自
治体にとって極めて重要な課題です。一方で、こ
れは言葉で言うほど簡単ではなく、これから壁に
突き当たることも多々あるだろうと感じています。
しかし、課題演習などを通じて、全国には同じ

業務に取り組む仲間がいることを実感できました。この
ことを胸に、今後も講師の方々にはメール等でご教示を
いただいたり、受講生の皆さんとは情報交換しながら日々
の業務に取り組んでいきたいと思います。
最後に、研修初日直前にギックリ腰になった私が無事

研修を終え、修了証書をいただけたことは、ひとえに研
修所の皆様や受講生の皆様のおかげです。色々と気遣っ
ていただいたことに大変感謝しております。本当にあり
がとうございました。
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参加してよかった。皆さんに感謝！
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